
砂浜の利活用の更なる促進に向けて（提言） 概要

～地域に根ざし、グローバルに拓けた「ビーチリゾート創出」を目指して～

３つの柱について、はまツーリズム推進プロジェクト等を通じて支援

ビーチリゾート創出のための３つの柱

②公共空間としての
海岸の使い方の工夫

• 海岸の管理の一部を都道府県から市
町村へ委譲できる規定の活用も期待

•地域の実情・ニーズを踏まえた砂浜利
用の柔軟な検討が必要（通年利用や占
用期間の延長等）

•津波避難施設等の防災施設の整備の
際には、平常時利用も考慮すること
が重要

①防災と海岸利用との調和

•安全な砂浜の利用のためにも、侵食
対策等の防災対策が重要

• 離岸堤による静穏な水面、安定し
た砂浜の創出等

防災上の影響を考慮した上で、

• 地域住民と一体となった役割分担の
もとで、日常的な清掃等きめ細かに
砂浜を管理

③地域と一体となった取組

•地方公共団体、地域住民、民間等が
一体となった取組が必要

背後地と一体となった海岸保全施設の整備例

海岸管理者

• 海岸堤防の整備

市町村等の取り組み

• 道の駅の整備（市町村）
• 道路のかさ上げ（道路管理者）
• ＢＲＴ道路の整備（事業者等）

宮城県より提供

• カフェ、イベント、海水浴客の休憩所等
平常時

災害時

• 海水浴客等の避難施設

津波避難タワーの活用例(伊豆市)
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